




本年度の各分担研究者の研究の成果及び今後の問題点を要約して総括報告書とする。 

疫学班では北部九州地域における SIDS 剖検例の検討と死亡統計から見た乳幼児突然死の

実態調査とが主に行われた。北部九州地域においてこの 1年間に集計された SIDS症例は総

数 9例であり、このうち剖検例は 8例(法医解剖 6例、病理解剖 2例)と非常に多く、うち

自宅以外の死亡例が5例と多数を占めており、突然死に対する世の中の関心が徐々に高ま

ってきていることが示唆された。 

しかし、解剖所見は病理解剖の場合と法医解剖の場合とで形式的ではあるが若干の差が見

られ、SIDSとして今後検討する必要性が示唆された。SIDS の発生頻度をより正確に把握す

るために以下の 3つの方法が考慮された。1)臨床医が実際に経験した症例を集める。2)司

法、病理解剖より集計する。3)死亡統計より突然死例を集める。以上のどの方法において

もそれぞれ問題点があったが、特に日本の社会生活環境においては未だ剖検診断を得るこ

とが難しいという点が、SIDSの診断を得る場合の最大の障壁となっていることが再認識さ

れた。 


